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「前立腺がん患者さんの診断時背景因子と初期治療および治療経過

に関する実態調査研究」へのご協力のお願い  

― 平成 28 年 1 月 1 日～平成 30 年 12 月 31 日の間に 

当科において前立腺がんの治療を受けられた方へ ― 
 

１．研究の概要 

 1) 研究の意義 

前立腺がんは欧米に比べて日本では患者数が少ない疾患でしたが近年増加しています。新しい薬剤

や、ロボット支援手術など様々な治療方法が日本でも行う事ができるようになってきました。以前よ

り患者さんの診断時の年齢や診断後の治療方法が欧米と日本では違うことが知られています。 

そこで、様々な治療法が選択できるようになった近年の日本の患者さんが、どのような治療を受けて

おられるのか、その結果どのような治療効果を認めているかなどの実態を把握することは大変重要

な事です。 

 

2) 研究の目的 

前立腺がんと診断された患者さんの年齢や診断された時点での状態を調査し、どのような病気の状

態の時に最初に行われる治療が何か、研究期間中の患者さんの状態がどうだったかをまとめること

を目的にしています。 

この研究は、筑波大学名誉教授 赤座 英之先生が専務理事をされている特定非営利活動法人（NPO

法人）J-CaP 研究会（日本における前立腺がんの医師主導臨床研究組織）に参加している医療機関

から患者さんの情報を収集し、札幌医科大学で解析を行います。 

なお、この研究の実施にあたり、アステラス製薬及び武田薬品工業から研究助成のための資金提供が

行われますが、本研究には資金提供のみ行い、データの収集や解析には関与しません。 

利益相反とは、外部との経済的な利益関係（資金提供など）によって、研究データの改ざん、特定企

業の優遇など研究が公正かつ適切に行われていないのではないか（企業に有利な結果しか公表され

ないのではないか）と第三者から懸念されかねない事態のことをいいます。 

本学においては、アステラス製薬から奨学寄附金を受けていることを福井大学臨床研究利益相反審

査委員会に全て報告し、利益相反状態であると判定されています。このことを十分に認識した上で、

公正に研究を遂行し、あなたに不利益になることや、研究結果を歪めるようなことは一切いたしませ

ん。また、当該研究経過を定期的に福井大学臨床研究利益相反審査委員会に報告し、本研究の公正

性・信頼性を保ちます。 

  

２．研究の方法 

平成 28 年 1 月 1 日～平成 30 年 12 月 31 日の間に当院において前立腺がんの治療を受けられた

方で、研究者が診療情報をもとに診断された時の状態や前立腺がんそのものの性質を示す検査結果

および治療内容のデータを選び、がんの治療に影響する患者さんの状態に関する分析を行い、治療を

どう選択されるか、治療によって患者さんの状態がどう変化したかについて調べます。 

 

1) 使用する試料・情報 

本研究では試料(血液、体液、組織、細胞、排泄物等の人の体から採取されるもの)は扱いません。 

研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、あなたの個



[Ver.1.1] 
 
 

 2 / 3 
 

人情報は削除し、匿名化して、個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を

払います。 

・ 年齢、性別、家族歴、既往歴 

・ 前立腺がんの診断時の情報（グリソンスコアや PSA の値など）、診察所見、治療内容、PSA や

テストステロンなどの検査データ、調査時点（登録後から 1 年経過毎に 10 年間）での患者さんの

状態。 

 

2) 情報の保存 

本研究に使用した情報は、研究終了後 10 年間保存させていただきます。なお、保存した情報を用い

て新たな研究を行う際は、J-CaP 研究会のホームページに研究内容を掲示します。 

 

3) 情報の保護 

患者さんの情報は、J-CaP 研究会が管理するサーバー上に症例登録サイトを準備し、ID・パスワー

ドを用いて厳重に管理します。 

 

３．研究計画書および個人情報の開示 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、この研究計

画の資料等を閲覧または入手することができますので、お申出ください。 

この研究では個人情報を扱いません。 

この研究ではあなたのデータを個人情報がわからない形にして収集します。研究の結果は、学会や論

文で発表しますので、ご了解ください。 

 

４．あなたの情報の使用を望まれない場合 

あなたの情報が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には研究対象としませんの

で、本研究の最終調査時点（令和 11 年 3 月 31 日予定）までの間に下記の連絡先までお申出くだ

さい。 

この場合も診療など病院サービスにおいて患者の皆様に不利益が生じることはありません。 

 

※この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

【 本研究の観察研究代表者および研究事務局 】 

（１）観察研究代表者 

赤座 英之  

筑波大学名誉教授 

特定非営利活動法人 J-CaP 研究会 専務理事 

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町 23 番 17 号シティコート桜丘 408 

 

 （２）「前立腺がん患者の診断時背景因子と初期治療および治療経過に関する実態調査研究」 

研究事務局 

〒150-0031  東京都渋谷区桜丘町 23 番 17 号シティコート桜丘 408  

特定非営利活動法人 J-CaP 研究会 

「前立腺がん患者の診断時背景因子と初期治療および治療経過に関する実態調査研究」 

プロジェクト  

TEL : 03-6403-0363（担当：中野） 
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E-mail : jcap-npo@j-cap.jp 

 

 ＜当院の問い合わせ・連絡先＞ 

福井大学医学部附属病院 泌尿器科 助教 多賀峰克 

住 所：福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3 

電 話：0776-61-8399 

 

○ご意見・苦情窓口 

〒910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3 

福井大学医学部附属病院医学研究支援センター 

電話：0776-61-8529  

受付時間：平日 8：30～17：15（年末年始、祝・祭日除く） 


